






























Efforts for the Visualization of Outcomes in Service Learning


































































































































高田短大 名女短大部 高田短大 名女短大部
1 分かりやすく説明する力 3.8 3.5 3.4 4.0 4.0 3.6 3.8
2 相手に応じた話ができる能力（会話力） 3.9 3.5 3.4 3.9 3.9 3.6 3.7
3 傾聴する能力（話を聞こうとする姿勢） 4.0 3.6 3.4 3.7 3.9 3.6 3.7
4 相手の話を理解する能力 3.9 3.5 3.3 3.9 3.9 3.5 3.7
5 情報を収集、加工、整理し、わかりやすく表現する力 3.8 3.4 3.1 3.9 3.8 3.5 3.6
6 数量の把握や計算する能力 3.1 3.1 3.1 3.3 3.1 3.3 3.2
7 他人といい関係を作る力 3.9 3.7 3.4 4.0 3.9 3.5 3.8
8 他人と一緒に協力して活動ができる力 3.8 3.6 3.3 3.9 4.0 3.6 3.7
9 活動全体の意義や自分の役割を理解し活動できる力 3.8 3.4 3.3 3.9 3.7 3.4 3.6
10 自分ができること、できないこと、必要性などが言える力 3.3 3.4 3.1 3.5 3.4 3.4 3.4
11 今できる仕事を見つけ主体的に活動しようとする意欲 3.8 3.3 3.4 3.9 3.8 3.5 3.7
12 プロジェクトを遂行しようとする意欲や実行力 3.7 3.3 3.6 3.8 3.7 3.5 3.6
13 自ら進んで人に問いかけたり、聞いたりする力 3.4 3.4 3.1 3.9 3.7 3.5 3.5
14 新しい物事に興味関心を持ち、創造する力 3.4 3.4 3.4 3.8 3.5 3.4 3.5
15 課題や問題を解決していく力 3.0 3.5 3.3 3.5 3.9 3.5 3.4
16 課題や問題点を発見する力 3.3 3.4 3.0 3.4 3.7 3.3 3.4
17 論理的にものごとを考える力 3.0 3.3 2.9 3.5 3.5 3.2 3.2
18 規律などを遵守する力（約束ごとなどを守るなど） 3.4 3.4 3.4 3.8 3.7 3.7 3.6
19 グループ活動を盛り上げるために雰囲気を作る力 3.3 3.4 3.7 3.8 3.8 3.3 3.6
20 状況を把握して柔軟に対応する力 3.0 3.4 3.6 3.9 3.8 3.5 3.5
21 リーダシップ、人を引っ張っていく力 3.3 3.3 3.4 3.8 3.4 3.2 3.4






































































































































































































　　  /20点 　　  /20点 　　  /20点
人間関係形成調整能力 　　  /８点 　　  /８点 　　  /８点
自律的に行動する能力 　　  /５点 　　  /５点 　　  /５点
前に踏み出す力 　　  /10点 　　  /10点 　　  /10点
考えぬく力 　　  /９点 　　  /９点 　　  /９点
チームで働く力 　　  /1３点 　　  /1３点 　　  /1３点
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要約
　サービスラーニングにおける学修成果の可視化に向けた取組の第一歩として、汎用力（ジェ
ネリックスキルズ）についての評価規準および基準を開発することが、効果測定にとって重要
と考える。そこで、サービスラーニングにおける効果測定を検討する上での基礎的なアプロー
チとして、地域団体、イベント参加者等に対して、学生の活動にどのような知識や技術を期待
しているか、学生には、こうした学習を通して、どのような能力を評価してもらいたいかを調
査し、その結果から汎用力に関する評価指標となる簡易ルーブリックを試作した。次年度以降、
これら簡易ルーブリックとポートフォリオを用いた教育実践をもとに運用面での検証を行う。

